
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

① 事例名 

授業時数の点検、個別懇談会の期間延長、会議・研修の精選 
 

② 学校名 

大津市立堅田小学校                                        連絡先０７７-572-００３２ 
 

③ 取組分野（複数選択可） 

レ勤務時間の意識づけに関する取組 
レ教育課程等 （授業時数の点検、日課表の見直し、カリキュラム、教科担任制、行事の精選等） に関する取組 
 

④ 直面していた課題（取組前の様子） 

児童の在校時間が長いことや、会議や研修が多いことにより、教職員がやりたい業務に取り組む時間を十分に確保
することができない。 
 

⑤ 在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 

（１）授業時数の点検 
 学期はじめや学期末に全校５校時日課の日を設けた。 
取組のポイント 

 全校５校時日課の設定等は通年での実施が難しいため、時期や期間を絞って実施した。 
（２）個別懇談会の期間延長 
 昨年度４日間だった個別懇談会を５日間に延長した。個別懇談会の期間中は全校４校時日課（給食後下校）とした。 
取組のポイント 

 期間を延長したことで得たゆとりは、懇談内容をより充実させることに生かすようにした。 
（３）会議・研修の精選 
 会議や研修の内容を見直し、職員会議の回数を減らした。 
学年ごとに働き方改革担当を置いた。 
取組のポイント 

 小さな会議でも、はじめに目的や協議時間を確認することで、教職員が時間を意識できるようにした。 
 

⑥ 取組の成果 

取組について教職員にアンケートを行った。 
＜全校５校時日課の設定について＞ 
・７４％の教職員が実施について肯定的な回答をした。 
・６３％の教職員が「早く退勤できるようになった」と回答した。 
・５校時日課の放課後を５８％の教職員が教材研究や授業準備に活用できたと回答した。また、４７％の教職員が学年
会議や協議の時間に生かすことができたと回答した。 
・記述回答からは、５校時日課の設定により児童や教職員の負担が軽減されるだけでなく、教職員がやりたい業務を
行えることで、授業改善に繋がっていることがうかがえた。また、放課後にゆとりが生まれたことにより、学年会議
の時間が確保できるなど、教職員の対話の時間が増えたことがわかった。 
＜個別懇談会の期間延長や会議・研修の精選について＞ 
・半数以上の教職員が肯定的な回答をした。 
 
成果のポイント 
働き方改革を進めるには、働きやすさを追求するだけでなく、教職員がやりたい業務ができる時間を生み出すこ
とや、対話の時間を生み出すことが大切であるということを教職員が気づくことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

⑦ 参考となる写真や資料を添付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


